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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

本研究は、新型コロナウイルス感染症の流行期に
おける日本人3,492名を分析した結果、金融教育、
とりわけ学校や職場で受けた金融教育が、金融リ
テラシーを高めうることがわかりました。また、
学校・職場で金融教育を受けた人は、パンデミッ
ク期間中に所得や金融資産が減少する可能性が低
く、2022 年 3 月時点で自身の経済状況に対する
満足度も高かったとの結果があきらかになりまし
た。さらに、金融教育から得られる効果は、男性
よりも女性の方が大きかったことが示されまし
た。以上の結果は、金融教育が所得および資産の
格差を縮小する手段となりうることを示唆してい
ます。
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九州大学大学院経済学研究院で教授を務め
ております。1995 年に台湾の国立政治大
学商学部国際貿易学科を卒業し、商学士の
学位を取得しました。1999 年に筑波大学
大学院で経営科学の修士号を、2002 年に
同大学院で博士 ( 経営学 ) の学位を取得し
ました。九州大学に着任する前は、関西外
国語大学および国際教養大学で教鞭を執っ
ておりました。
専門はコーポレート・ファイナンスとパー
ソナル・ファイナンスです。これまで
M&A、株主アクティビズム、メインバンク
制、系列などをテーマとした論文を学術誌
に発表してまいりました。また、学術書と
して『M&A and Corporate Governance 
in Japan』(2011 年 ) と『Corporate 
Gove rnance  and  F i rm  Va lue  in 
Taiwan』(2008 年 ) の 2 冊を出版してお
ります。現在は、金融リテラシーと金融意
思決定の関係について研究を進めておりま
す。


